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来年 7月 に完成する複

合施設 「赤リスティカ

かまたJの 完成予想図さ

予防 医 療 介 報を一

体的なサービスとして

提供することを目指す

ンネアシギオは 1983

年の導入以来年間300

件の心血省系手術に用
いられている

診療所、老健やメディカルフィットネ

スなどの複台施設を開設

予防、医療、介議を―体的に提供

橋島市鎌田地区では、同法人

が来年 7川 にF■l設する複合施設

「ホリスティカかまた」の建設

工事が進む。市内の,Jの場所に

ある診llF所を新複イト施設内に移

転させる 上、100床の介設老人

保Ttr施設、生活習は抗予防に向

けたメディカルフィットネス施

設などを術える。老健施設では

れ宅復帰に向けて村t極的支援に

取り純むほか、診rtF所では生活

‖Flif■l予防のためのアンチエイ

ジングドックや健診を行い、メ

ディカルフィットネス施設では

予防と健康増xrtに効果的な避Ij

を持導し、子Fl」から入院、療差

までを一体的に1/JE供できる環境

を格える.「今後の医HIFは疾病

を木然に防ぐ予ltJに力を向けて

いかなければならない。新しい

施設で効率的に住民の健嫌1常進

を図りたいJ.■ 町理事長は表

情をすき締める。

生活習慣病医療を中心に

地域住民の健康を守る

1市r↓分 病 lLは1973年、前身

である結核rtF策所の信人ケli病

l・/Lが移にする'レで現Ft地に開焼

した。それ以来、同法人が JR

橋ん切ヽ近くに66年に開設した厚

4二会クリニック (‖」 福島厚生

公病院)と ともに、福内市民を

中ィいとした地域住民の医療を担

い続けている。

特に力をといできたのが、■

町理学長の専Fl分町である′い臓

ml付医HrFだ。89年の心臓血符外

科開設以来、年間300件の手術

と400件の′い臓ml常造影を実施

している。QOLを おびやかす

ド肢静脈舶の市ltFには 1油 人院

で,斉む最新のレーザー清求を撤

務的にとりいれているこまた、

生活‖脱病に対応する一般内

科、消化梓内科のほか、腰原塙

外来を開設している。千葉院l_

は年間200例前後の関飾リウマ

チ、付折の治求にあたりR々fな

成績を収めている。

積極的な地域 舌動を展開

環境負荷軽減に太陽勲ツ
ーラ

ーも設置

地域住民の健床II進活rlJにも

前向きだ。批近 3年 は、地元新

FHl社が主催する年 1回の健Fltフ

ォーラムに全面協力している=

病院での公開討演会も好討をだ.

医求の質に対する付:民の信頼

を高めてもらうため、2002年に

I S 09001、03年に日本にHrt機

能評価機構の詔定を受けた。ちi

野辺L芋長は、「地域にとって史
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和やかな雰囲気の中にも緊張じが源うナースステーション

千葉勝実院長

lとし り しぃたいち

星野俊一理事長
地域住民に安心、安全を層け

る医療の質は職員のモチベーシ

ョンに負うことが多い。毎月 1

日全体朝会では法人の理念 「生

命のとは、思者機の権利の道守

人間曇 奉 仕そして感聞」を目J

院長の発声で唱和している。生

活習tR病人口が5600万人趨の現

4tでは、その予防対策が大きな

課題となっている。アンチエイ

ジング医療をテーマとする各種

ドック メ ディカリレフィットネ

スなどを値を含む複合施設の党

成を楽しみにしている。

福B第 一病院の概要

栄03年 12月  日 本医療機能評価機

構の認定取得

珍療科目 !内科 呼 吸器科 消 化器

科 循 環器科 リ ウマチ科 外 科

整形外科 心 臓血管外科 り 八ビリ

テーション科 放 射線キ斗 麻 酔科

歯科

荷床数 Ⅲ285床 (擦養を含む)

スタソフ数 !医 師 ]3人  看 置磯員

97人 薬剤師5大 理学療法±5人

作業療法±2大など計256人

入院彗本申 !―機 13,]

1日平均外栞患者紙 :186人

病床緑白率 192%

住所 !子 9608251福 島市」ヒ沢又

字成出162

TEL:02455751]]

FAX:0245575064
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●
作業療法室にはリハビリのために取り組ん

だ作品が数多く展示されている

い病院は、第二者の評価に耐え

られるものでなければならな

い」と話す。最近は、各部材の

課題を洗いrHし、優秀な分析を

した部培を表彰する発表会を開

lFするなど、質の向上に継続的

な努力を進めている。

さらには、病院の展上に束北

地方最大の而積を誇る太陽温水

ソーラー装置を設置している。

ツーラー熱の利用により、重油

の消費豊は従来の 4分の 1稗度

に減らすことに成功した。「環

境問題には医療関係者が率先し

て取 り組む必要があると思うJ

玄関から入ってすぐ左手に鵜合案内があ

る。明るく温かい雰囲気を大切にしている

と星野P■手長は話す。

同院が長年にわたって地域の

信頼を艇得し続ける背景には、

医rf環境の充実に向けたたゆま

ぬ努力とともに、人や自然に

「優しい病院」であるためとい

えるだろう。

(本Hrt編案部 岩 崎知行)

●

このほど 告 部零の課題の発表会が行われた。第二者評価を取得しても 継 続的に課題解決
を図る取り組みた
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